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本市では、市内経済を活性化することを目的とした「戸田市中小企業振興条例」の基本理念を

具現化するため、平成２７（２０１５）年３月に「戸田市産業振興計画」を策定し、様々な経済政策に

取り組んできました。 

しかしながら、市内経済を取り巻く状況は、都市構造の変化や産業構造の高度化、また、価値

観やライフスタイルの多様化とそれに伴う働き方の多様化、地球温暖化をはじめとした環境問題

への対応、さらに、新型コロナウイルス感染症への対応など、『絶えず変化への対応』が求められて

おります。このことを踏まえまして、新たな時代を見据えた戸田市の新しい経済方針として、令和３

（２０２１）年４月に「戸田市経済戦略プラン」を策定いたしました。 

上記プランの計画期間が令和７（２０２５）年度をもって終了となるため、令和８（２０２６）年度以

降の計画として、「第２次戸田市経済戦略プラン」を策定することといたしました。 

「第２次戸田市経済戦略プラン」の策定にあたりましては、市内事業者の実態を把握するために

行った「景気動向調査」および「企業経営状況調査」の分析結果や、「戸田市中小企業振興会議」

の委員の方々からこれまでにいただいた御提案を基に施策を立案するとともに、パブリックコメン

ト等での御意見も可能な限り反映させ、プランの内容を充実させることができました。 

本プランは、市内産業の維持・発展や地域経済の活性化に向けた取組を進めることで本市の魅

力を醸成し、活力にあふれ人が集い心ふれあうまちの実現を目的として定めており、「人材確保・

育成と働く環境の整備」、「新たな価値の創造と担い手づくり」、「経営基盤の強化と持続的発展」、

「地域資源の活用と賑わい創出」を４つの基本方針として掲げ、実効性のある施策を進めてまいり

ます。「人材確保・育成と働く環境の整備」では事業者の人材確保や雇用の促進を進め、「新たな

価値の創造と担い手づくり」では起業やイノベーションの創出を推進し、「経営基盤の強化と持続

的発展」では事業者の持続可能な事業運営を支援し、「地域資源の活用と賑わい創出」では戸田

市の魅力発信を行うことで地域の活性化を図ります。 

本プランに基づき、事業者の皆様が自信と誇りをもって活躍できるまちにするために、戸田市の

経済発展に尽力してまいりますので、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本プランの策定過程において関わられた多くの皆様に心より御礼申し上げます。 
 
 

 令和８（２０２６）年３月 

戸田市長   
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

第１章 総論（計画策定の趣旨） 

１ 計画策定の背景と目的 

平成１１（１９９９）年の中小企業基本法の改正により、地方自治体は、それぞれの地域の諸条件

に応じた中小企業振興のための施策を策定、実施する責務を有するとされ、これを受けて本市の

中小企業振興に関して基本的な理念と施策を定め、活力と賑わいのある地域社会を創出するた

め、平成２３（２０１１）年２月８日に戸田市中小企業振興条例を制定しました。また、同年７月には中

小企業振興施策を調査研究し、市に提言することを目的とした、戸田市中小企業振興会議を設置

しました。 

戸田市中小企業振興会議では、戸田市総合振興計画と整合する形で、産業振興ビジョンを確

立するため、その策定に向けて取り組み、「戸田市産業ビジョンの骨子」として提言をまとめました。

市ではその提言を受け、産業ビジョンを実現するための経済・産業分野に関する個別分野計画と

して、平成２７（２０１５）年度に「戸田市産業振興計画」を策定しました。 

「戸田市産業振興計画」は、戸田市第４次総合振興計画で定められた基本目標のうち「活力と

賑わいを創出できるまち」の実現に向けて、本市の産業の現状や課題を踏まえて、目指すべき産

業の姿や基本方向を見定めるとともに、その実現に向けた施策の体系と重点的に実施する取り組

みなどを盛り込んだ計画で、産業分野での目指すべき将来像を掲げた「産業ビジョン」と、ビジョン

実現に向け各々の施策を体系的に取りまとめた「基本計画」部分、さらに、基本計画に取りまとめ

られたそれぞれの施策の具体的な実施方法等を示した「行動計画」を策定しました。 

「行動計画」を策定したことで、「基本計画」の施策の進捗状況を戸田市中小企業振興会議にお

いて毎年チェックし、社会経済情勢の変化等に迅速に対応するため、ローリングを実施してきまし

た。 

戸田市産業振興計画における６年間の取り組みの中で、有効に機能した「基本計画」と「行動計

画」の関係性や、戸田市中小企業振興会議でのチェック体制は維持しながらも、戸田市産業振興

計画の成果と課題を洗い出し、より実効性のある施策を行う計画とするために、令和３（２０２１）年

度からは「戸田市経済戦略プラン」として取り組んでまいりました。 

今回、「戸田市経済戦略プラン」を策定した令和３（２０２１）年４月以降の社会情勢の急速な変化

に対応し、地域経済を維持・発展させるために、「戸田市経済戦略プラン」の４８個すべての施策に

ついて再度見直しを行い、今後も継続していくべき有効な施策は残しながらも、今の時代におい

てニーズが高く、本市の魅力を醸成することに繋がる新たな施策の創設、既存の施策の変更等を

行っております。 
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

２ 計画の位置づけ 

 

 

 

３ 計画期間 

第２次戸田市経済戦略プランは、上位計画である戸田市総合振興計画の改定時期に合わせて

今後改定していくことが望ましいため、本プランの計画期間は令和１２（２０３０）年度を目標年次と

し、令和８（２０２６）年度を初年度とする５年間とします。 

ただし、プラン策定後において経済構造や社会状況の変化により、必要に応じて見直すこととし

ます。 

 

 

  

図１－１ プランの位置づけ 

　計画　　　　　　　　　年度
令和3
(2021)

令和4
(2022)

令和5
(2023)

令和6
(2024)

令和7
(2025)

令和8
(2026)

令和9
(2027)

令和10
(2028)

令和11
(2029)

令和12
(2030)

戸田市第５次総合振興計画
（基本構想）

戸田市第５次総合振興計画
（基本計画）

戸田市経済戦略プラン

前期５か年

経済戦略プラン 第２次経済戦略プラン

後期５か年

１０か年
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

４ 前期経済戦略プランの振り返りと評価 

（１）前期経済戦略プランの総括 

今回策定した第２次戸田市経済戦略プランの前身である戸田市経済戦略プランは、戸田市第５

次総合振興計画前期基本計画（令和３（２０２１）年～令和８（２０２６）年）に基づき、『「未来への投

資」で戸田市に元気を～経済と雇用の好循環～』を目指すビジョンに掲げ、働く人たちや企業が

元気なまちへと進展するための施策を実施いたしました。 

前期計画期間においては、未曽有の感染症である新型コロナウイルスへの対応が大きな課題と

なりました。ほぼすべての産業が大きな影響を受けましたが、特に観光やイベントは大きな打撃を

受けました。しかし、行政のみではなく、市民や事業者、各種関係団体との協働によって、従来のよ

うな中小企業等の支援、創業支援体制の構築、地産地消の促進、新しい働き方やワークライフバ

ランスの普及促進、十分なコロナ対策をした上での可能な範囲でのイベント開催等、本市の産業

振興の取組を実施していくことができました。 

令和５（２０２３）年５月からの新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが５類感染症に移行

したこともあり、産業・経済面でも失われた数年を取り戻すための新たな取組が求められています。 

今後、本市の更なる発展を目指し、産業基盤の強化や観光コンテンツの充実、多種多様な雇用環

境の創出・人材育成に取り組んでいくために、社会経済分野の変化を踏まえた事業体系を構築す

ることが重要になります。 

 

（２）柱ごとの振り返りと評価 

 前期計画は、以下の４つの柱に基づき展開してきました。 

   

Ⅰ 企業の魅力や価値を高める 

Ⅱ 多様な人材による産業振興 

Ⅲ 地域社会をつなぐ 

Ⅳ 社会的責任の遂行 

 

 前期計画において、各柱を基に推進してきた主な取組は、以下の通りです。  

 なお、実績/目標については、施策に応じて４年間の合計値または最終的な目標値に対する実績

のいずれかで示しており、評価については、施策の目標に対する達成（見込を含む）を掲載してお

ります。 

 

 ４８施策のうち、達成（一部達成、見込を含む）３４件、未達成１４件であり、達成率は７１％となっ

ております。 
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

【柱Ⅰ 企業の魅力や価値を高める】 

 

基本方針（１） 活力を生む事業者への支援 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

１．従業員個々のスキルアッ

プ 

公的資格取得補助金の交付件

数 

３２/２４件 達成 

２．新技術研究開発支援事

業 

商工業支援事業補助金（新技術

研究開発支援事業）の交付件数 

1/５件 未達成 

３．公衆浴場近代化設備資

金補助事業 

公衆浴場近代化設備資金の補

助件数 

１３/８件 達成 

 

基本方針（２） 市内産品の魅力拡大 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

４．優良推奨品（戸田ブラン

ド）創出と魅力アップ 

優良推奨品（戸田ブランド）に認

定された件数 

85/７１件 達成 

５．販路拡大支援事業 商工業支援事業補助金（展示会

等出展支援事業）の交付件数 

市内産品等セールス支援事業を

活用し出展した事業者数 

５３/３４件 達成 

６．ふるさと納税返礼品ＰＲ

事業 

ふるさと納税返礼品の出品数 204/４１品 達成 

 

基本方針（３） 情報発信と交流の促進 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

７．ビジネス交流会開催事業 ビジネス交流会に参加した事業

者数 

119/２１５社 未達成 

（新型コロナ感染拡

大のため、令和３（２

０２１）年度中止） 

８．工業見える化事業 工業見える化事業への参画企業

数 

84/９８社 未達成 

（廃業によりプラン策

定時より減少） 

９．埼玉県産の農作物の購

入促進 

市内農家や姉妹都市・友好都市

で生産された野菜の購入促進を

図るイベントの開催数 

5/１２回 未達成 

（新型コロナ感染拡

大のため、令和３（２

０２１）年度未開催） 

１０．収穫体験等姉妹都市交

流事業 

美里町での収穫体験事業への参

加者数 

154/１２０人 達成 

（新型コロナ感染拡

大のため、令和３（２

０２１）年度中止） 
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

【柱Ⅱ 多様な人材による産業振興】 

 

基本方針（１） イノベーションの創出 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

１１．起業サポート体制の充

実 

起業相談件数 225/４０件 達成 

１２．起業支援セミナー開催

事業 

起業支援セミナーの年間受講者

数 

451/３４０人 達成 

１３．商店等新業種等転換支

援事業 

商工業支援事業補助金（商店等

新業種等転換支援事業）の交付

件数 

44/３８件 達成 

 

基本方針（２） 雇用促進と働く環境の整備 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

１４．雇用対策の推進 国、県との連携・共催事業数 20/１２件 達成 

１５．就職・就労支援の充実 就職支援セミナー、就職支援・キ

ャリアデザイン相談の開催回数 

４３０/１２０回 達成 

１６．事業者向け公共施設貸

し出しの促進 

公共施設の事業者への貸し出し

数 

0/２２件 未達成 

１７．永年勤続従業員の表彰 永年勤続従業員の表彰数 117/４０人 達成 

１８．ビジネスマナー研修会

開催事業 

市内企業の新人研修やマナー研

修となる講座の実施回数 

3/４回 未達成 

（新型コロナ感染拡

大のため、令和３（２

０２１）年度中止） 

１９．合同企業説明会（面接

会）の開催 

合同企業説明会または面接会の

実施回数 

9/４回 達成 

 

基本方針（３） ダイバーシティ経営の推進 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

２０．事業者に対する多様な

人材確保支援 

雇用対策協定に定める雇用施策

に関する数値目標（県内目標を

除く） 

8/４件 達成 

２１．多様な働き方を推進す

る職場環境整備 

導入支援を行った事業者数 3３/１４社 達成 
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

２２．多様な働き手の雇用拡

大に向けた事業者への働き

かけの促進 

埼玉県の認定する多様な働き方

実践企業数 

125/１１０社 達成 

２３．経営アドバイザーによ

る個別相談 

経営アドバイザーによる個別相

談実施数 

722/４８０件 達成 

２４．業務効率化支援と啓発 情報提供の実施数 25/１３件 達成 

 

 

【柱Ⅲ 地域社会をつなぐ】 

 

基本方針（１） 賑わいの創出と地域活性 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

２５．イベントの開催による賑

わいの創出 

各イベントの開催数 27/２０回 達成 

２６．土に親しむ広場の利用

促進 

広場の貸出区画数 １,９４８ 

/１,９２０区画 

達成 

２７．商業活性化推進事業 商業活性化推進事業補助金の

交付件数 

36/３４件 達成 

２８．戸田橋花火大会の開催 戸田橋花火大会への来場者数 ９０万 

/１８０万人 

未達成 

（新型コロナ感染拡

大のため、令和３（２

０２１）、令和４（２０２

２）年度中止） 

 

基本方針（２） 人と企業を呼び込む 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

２９．彩湖道満グリーンパー

クの活用と魅力拡大 

駐車場利用台数 １５１万２,２２３ 

/１２８万６千台 

達成 

３０．戸田市観光情報館トビ

ックの管理運営と販売促進 

観光情報館への来場者数 50,630 

/４３,０００人 

達成 

３１．サイクリング環境の充実 レンタサイクルやシェアサイクル

のポート設置数 

85/６０件 達成 

３２．観光・お店マップの作

成 

観光入込客数 1,２５９,１７３ 

/８00,０００人 

達成 

8



第１章 総論（計画策定の趣旨） 

３３．フィルムコミッションの

運営 

戸田市での撮影実績件数 ３４８/３３０件 達成 

３４．産業立地推進事業 産業立地推進事業補助金の交

付件数 

20/４２件 未達成 

 

基本方針（３） 快適なまちづくり 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

３５．緑のまちづくりの推進 緑化に関する講習会やイベント

への参加者数 

「とだグリーンウェイブ」活動に

よる植樹累計数 

3,750/１,９００人 

 

499/５３０本 

一部達成 

３６．住宅改修資金助成事

業 

住宅改修資金助成金の交付件

数 

149/８６件 達成 

３７．商店街街路灯の維持管

理支援 

商店街街路灯電気料補助金の

交付件数 

28/２８件 達成 

 

【柱Ⅳ 社会的責任の遂行】 

 

基本方針（１） 持続可能な事業運営 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

３８．企業へのＳＤＧｓの推進 埼玉県ＳＤＧｓパートナー登録者

数 

52/５７件 未達成 

３９．事業承継問題へのサポ

ート 

金融機関や商工会と協力し行う

セミナーの情報提供数、相談会

等の実施数 

30/１３件 達成 

４０．企業の経営基盤強化 事業継続力強化計画を策定した

事業者数 

2/８社 未達成 

４１．経営革新計画の策定支

援 

経営革新計画の承認数 88/８０件 達成 

４２．中小企業融資事業 市、県制度融資及び政策金融公

庫貸付件数 

546/２４０件 達成 

４３．商工団体支援事業 商工会が主体となって行う施策

実施数 

368/４００件 未達成 
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第１章 総論（計画策定の趣旨） 

基本方針（２） 社会貢献の促進 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

４４．学校と連携しての職業

体験、社会体験事業 

生徒を受け入れてくれる事業所

数 

737/1,２００件 未達成 

（新型コロナ感染拡

大のため、令和３（２

０２１）、令和４（２０２

２）年度中止） 

４５．企業人権学習等の充実 企業人権セミナーの参加人数 43/６０人 未達成 

 

基本方針（３） 地球環境に優しいまちへ 

施策名 目標となる指標 実績/目標 評価 

４６．エコに取り組む事業者

への支援 

商工業支援事業補助金（ＩＳＯ等

取得支援事業、工業環境対策支

援事業）の交付件数 

5/６件 未達成 

４７．低公害車導入の普及促

進と環境整備 

電気自動車、プラグインハイブリ

ッド自動車及び燃料電池自動車

や電気自動車用充給電設備導

入に係る補助件数（R６まで） 

97/３５件 達成 

４８．環境配慮型システム設

置の支援 

環境配慮型システムの導入に係

る補助件数（R６まで） 

「戸田市ゼロカーボン推進補助

金」補助件数（R7） 

929/５６０件 達成 
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第２章 本市産業の現状と課題 

第２章 本市産業の現状と課題 

１ 社会情勢の変化 

戸田市経済戦略プランを策定した令和３（２０２１）年４月以降、社会情勢の急速な変化に伴い、

本市の産業や市内事業者等を取り巻く環境も大きく変化しました。こうした社会情勢の変化に対

応し、地域経済を維持・発展させるためには、事業者等が自ら事業継続や経営革新を図ることに

加え、市が適切な産業振興施策を講じることにより環境整備を行うことが求められます。 

 

 ●主な社会情勢の変化 

①少子高齢化の加速と人口減少 日本の総人口は令和６（２０２４）年１月現在１４年連続で減少してお

り、特に少子高齢化の加速によって生産年齢人口が減少し、慢性的

な労働力不足をもたらしています。今後もさらなる人口減少が予測

されており、生産性の低下や後継者不足により廃業のリスクが高ま

ることが懸念されています。 

②物価高騰と賃上げ 地域紛争や大規模災害など、様々な世界情勢を背景とした原材料の

物価高騰等による影響は、地域経済にも大きなリスクをもたらしてお

り、個人の消費活動にも影響を及ぼしています。リスクへの対応策と

して、事業者は物価上昇率を超える賃上げが課題となっており、労

働者の生活の安定や経済の好循環を維持することが求められます。 

③デジタル技術の進展 政府は目指すべき未来社会として、Society5.０を提唱しており、

IoT やビッグデータ、AI（人工知能）、ロボットに関する技術が急速に

進展しています。こうしたデジタル技術の進展は日常生活においても

キャッシュレス決済やテレワークの普及等に寄与しており、企業活動

においてもDX（デジタルトランスフォーメーション）による課題解決を

図るため、デジタル技術の積極的な活用が求められます。 

④気候変動・環境問題の深刻化 近年気候変動による記録的な猛暑や豪雨等の自然災害が頻発して

います。政府は令和１２（２０３０）年に CO2 の排出量を平成２５（２０１

３）年比で４６％削減し、２０５０年カーボンニュートラルの実現を表明

しています。事業・経済活動と環境問題は密接に関係しており、問題

の解決に向け多角的にステークホルダーを巻き込み、市・市民・事業

者が協力して取り組む必要があります。 

⑤働き方の変化と多様化 コロナ禍がもたらした行動変容により、テレワークやオンライン会議等

が普及し、働き方の変化や多様化が進展しました。事業者は、多様な

人材が活躍できるような雇用環境の整備やワーク・ライフ・バランス

を重視した取組を行うとともに、副業や複業、リスキリングなどを通じ

た新たな担い手の事業・就業参画を推進することが求められます。 
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第２章 本市産業の現状と課題 

２ 本市の基本的事項 

（１）戸田市の概要 

戸田市は、豊かな荒川の流れに抱かれるような形で埼玉県の南東部に位置し、東は川口市、

北はさいたま市と蕨市、荒川を挟んで西は和光市、朝霞市、同じく荒川を挟んで南は東京都板

橋区に接しています。 

江戸時代には五街道の一つ「中山道」の要衝「戸田の渡し」が置かれ、舟運などで栄えました。

半径２０ｋｍ圏内に首都圏の大半のエリアが含まれていることに加え、現在も鉄道交通や道路

交通が整備されており、高い交通利便性を誇っています。 

また、市内には、昭和３９（１９６４）年東京オリンピックのボート競技会場「戸田ボートコース」や、

荒川の自然を生かした広大な公園「彩湖・道満グリーンパーク」があり、水や緑を身近に感じる

ことができる環境となっています。 

良好な交通網を有するという特徴を活かして、印刷関連業、物流産業をはじめとする産業活

動が活発であるとともに、ＪＲ埼京線開通以降はベッドタウンとしての側面が強まり、働き盛りの

子育て世代や都心部へ通勤する人たちを中心に、人口や労働力も増加し、活力あるまちとして

成長を続けています。 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１ 戸田市の位置 

出典：第３次戸田市都市マスタープラン 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（２）人口推移 

本市の人口は、ＪＲ埼京線開通した昭和６０（１９８５）年以降、急激に増加し、住民基本台帳に

よると、令和７（２０２５）年１月１日現在では、約１４万２千人、世帯数は約７万世帯となっています

が、将来推計人口（ベース推計）では令和２２（２０４０）年まで増加傾向を維持し、その後は減少

傾向に転じると予測されています。また、平均年齢は、令和７（２０２５）年１月１日現在で４２．６歳

と、県内で最も若くなっています。 

   年齢３区分別人口については、年少（０～１４歳）人口が平成２８（２０１６）年をピークに減少に

転じている一方で、生産年齢（１５～６４歳）人口、老年（６５歳以上）人口については、今後も増

加すると推計されており、高齢化が進行するものと予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２ 戸田市の人口推移と将来人口推計 

出典：実績値…戸田市統計データ、推計値…戸田市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る人口ビジョンの人口推計 

図２－３ 戸田市の年齢３区分別将来人口推計 

出典：第５次戸田市総合振興計画 

国立社会保障・人口問題研究所

によるベース推計値 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（３）土地利用状況 

活発な産業集積が形成されている一方で、本市には、住宅と工場等が混在する地区が存在

し、立地適正化計画においては、住工が混在する地区は「住工共生ゾーン」として位置づけられ、

ゾーンに分けた整備方針が定められています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

美女木地域 

新曽地域 

笹目地域 

上戸田地域 

下戸田地域 

図２－４ 土地利用現況図（令和元（２０１９）年） 

出典：第３次戸田市都市マスタープラン 

図２－５ 将来都市構造図 

出典：第３次戸田市都市マスタープラン 
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第２章 本市産業の現状と課題 

３ 本市産業の特徴と現状 

（１）本市産業の変遷と特徴 

江戸時代、「戸田の渡し」によって多くの人の往来があったとはいえ、蕨宿や板橋宿の中間地

点として人の滞在は少なく、当時の主要産業は農業でした。その後、近代において川口地域の

鋳物産業の関連産業として金属加工業が盛んになり、東京オリンピックの頃には、交通環境の

良さから、都内への物流拠点として倉庫業などが発達し、消費地東京に対して「情報や商品の

鮮度」が求められる印刷関連産業や食品産業を中心とした製造産業、物流加工産業が徐々に

集積するようになりました。 

現在の産業の特徴として、市内の工業系事業所の大きな柱は印刷製本関連産業となってお

り、板橋区と埼玉県南部地域で形成する印刷業の一大集積地の中心に位置しています。また、

もう一つの柱が食料品製造業であり、次いで一般機械の製造、金属製品やプラスチック製品製

造などの割合が高くなっています。 

いずれの産業も、首都圏に近接しかつ交通網が発達しているという利便性から、消費者や取

引業者との距離的・時間的な近さを最大限に生かし、市周辺エリアの多種多様な企業が連携し

合うことで、活発に事業活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－６ 戸田市産業の傾向（製造業） 

出典：２０２３年経済構造実態調査 製造業事業所調査 

※比率は小数点以下第２位を四捨五入しているため必ずしも１００とはならない。 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（２）産業構造と産業別構成比 

本市の産業３区分別市内総生産（市内で生み出された付加価値の総額（機械等の減価償却

を含む）の指標）の割合は、第１次産業が０.００1%、第２次産業が２５.２％、第３次産業である商

業・サービス業等が７３.８％と４分の３を占めています。県南地域との比較では、第３次産業の

割合は低くなっており、本市の地場産業である製造業や建設業等の第２次産業の総生産割合

は高くなっています。 

産業構成比については、埼玉県全体とほぼ同様の構成となっていますが、本市の特徴として、

運輸・郵便業の割合が高いことに加え、近年では卸売・小売業も増加傾向にあります。 

また、令和３（２０２１）年度の市内総生産額については５２２,３４９百万円で、県内１２位となっ

ており、戸田市の人口・面積規模に照らすと県内でも高い水準にあることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－８ 埼玉県内及び戸田市内総生産の産業別構成比 

出典：令和３年度埼玉県市町村民経済計算 

※比率は小数点以下第２位を四捨五入しているため必ずしも１００とはならない。 
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図２－７ 産業３区分別市町村内総生産割合 

出典：令和３年度埼玉県市町村民経済計算 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（３）市内事業所数と従業者数の推移 

令和３（２０２１）年現在における市内の総事業者数は５,２６０事業者であり、平成２４（２０１２）

年比で５８事業者の減少となっています。産業大分類別でみると、「卸売業、小売業」が９９０事

業者と最も多く、次いで「製造業」が８０１事業者、「不動産業、物品賃貸業」が６７２事業者となっ

ています。直近１０年間の推移では、「医療・福祉」が大幅に増加しており、サービス業、教育・学

習支援業が微増傾向である一方で、製造業は約２００事業所もの減少となっています。 

   また、市内の総従業者数は６８,１７３人で平成２４（２０１２）年比で約８千万人の増加となって

います。産業大分類別では、「製造業」が１３,６６７人と最も多く、次いで「運輸業・郵便業」が１２,

５２９人、「卸売業・小売業」が１２,２８０人となっています。直近１０年間では、ＥＣ市場の拡大によ

り「運輸業・郵便業」が、高齢化の進展により「医療・福祉」が大きく増加している他、大型店舗や

学習塾の増加により「卸売業・小売業」や「教育・学習支援業」でも増加傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－９ 産業大分類別市内事業所数の推移 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査」 
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図２－１０ 産業大分類別市内従業者数の推移 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査」 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（４）商業における事業所数と従業者数 

商業系について平成６（１９９４）年からの推移をみると、小規模店等における経営者の高齢化

や後継者不在による閉店・廃業の増加等により、事業所数は減少傾向にある一方、従業者数、

年間商品販売額については、長期的に見ると増加傾向にあります。本市では立地上の利便性

の高さから、近年若年層やファミリー層の転入が増加し、これに伴い、大型商業施設の出店が

増えていることが影響していると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１１ 産業中分類別従業者数・事業所数（商業・２０２１年） 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査」 

図２－１２ 事業所数・従業者数・年間商品販売額の推移（商業） 

出典：総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査」 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（５）工業における事業所数と従業者数 

工業系については、２－（１）（図２－６）のとおり、主要産業である印刷・同関連業の従業者数

及び事業所数が全体の約３割、食料品製造業における従業者数も全体の３割を占めています

が、平成２０(２００８)年からの推移をみると、いずれの業種においても、後継者や技術者等の人

材不足の影響もあり、事業所数、従業者数、製造品出荷額は年々減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１３ 事業所数・従業者数・製造品出荷額等の推移（工業） 

出典：経済産業省「工業統計調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス-活動調査再編加工、 

総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」  

※従業員４人以上の事業所が対象のため、図２－９、２－１０の製造業の数値とは一致しない。 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（６）本市の地域経済循環と近隣市比較 

地域経済の自立度を示す指標として、市内全体での生産（付加価値額）を分配（所得）で除し

た値である「地域経済循環率」があり、この値が高いほど、地域内で生産された付加価値が、地

域内で分配され、循環しており、自立性・地域経済の活力が高いと考えられます。また低いほど、

他地域から流入する所得に対する依存度が高く、１００％を下回ると域外への資本流出が多い

ことを示しています。 

   本市の地域経済循環率については、平成３０（２０１８）年時点で８２．９％と埼玉県平均及び県

南３市と比べ高くなっています。一方で、１００％を下回っている要因として、民間消費額やその

他支出における地域外への流出割合（消費の流出率）が比較的高い、つまり市民や市内企業が

市外の製品やサービスに対して消費する割合が高い傾向が見られることから、市内における消

費拡大や仕入れの促進を図る必要があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１４ 本市の地域経済循環分析（埼玉県・近隣市との比較） 

出典：RESAS「地域経済循環マップ」 
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※「県南３市」…さいたま市・川口市・蕨市の平均値 ※「消費の流出率」…（地域住民消費額-地域内消費額）／地域内消費額×100 
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第２章 本市産業の現状と課題 

４ 本市の産業振興における課題 

（１）経営全般における課題 

   市内事業者等を対象としたアンケート調査において、経営上の課題を尋ねたところ、「人材確

保・育成」が多数を占めており、２０２４年問題の影響が大きい運輸業や建設業をはじめ、多くの

業種で共通する喫緊の課題であることが伺えます。人材不足に関連する課題として、「後継の

育成・事業承継」や「業務の効率化」、「技術力・専門性の向上」も上位となっています。 

   また、「販売力の強化・販路開拓」を課題としている事業者も多く、コロナ禍や物価高騰等の

影響による顧客の減少を受け、売上増加に向けた新たな顧客や販売チャネルの開拓が必要と

なっています。 
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図２－１５ 市内事業者における経営上の課題 

出典：戸田市企業経営状況調査（２０２５年３月実施） 

図２－１６ 市内事業者業種別の経営課題 

出典：戸田市景気動向調査（２０２４年７月実施） 
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第２章 本市産業の現状と課題 

（２）雇用のミスマッチ 

   統計データ上、市内の従業者数は大きく増加しているにもかかわらず、企業側が人材不足を

最大の経営課題と感じている背景として、企業側が求める人材の要件と求職者側が希望する

条件が一致しない、いわゆる「雇用のミスマッチ」が要因の一つであることが考えられます。求

職者側の就職活動の困りごととして、年代を問わず「希望する条件がないこと」と「求人情報の

不足」の割合が高く、条件に合う求人情報が不足していると実感している人が多い一方で、企

業側も、時間をかけても希望する人材を採用できない状況が伺えます。 

また、直近５年間における本市の有効求人倍率をみると、本市の地場産業である「建設・採掘」

「生産工程」「輸送・機械運転」において、２倍を超える状況が継続しており、特に建設業をはじ

め、本市の地場産業である製造業や運送業においても慢性的な人材不足かつマッチングがうま

くいっていない状況が続いており、業種別の人材不足の傾向を捉えた上で、企業と求職者のマ

ッチングを促進する取組が求められます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図２－１７ 求職者の就職活動における困りごと 

出典：令和６年度戸田市労働状況調査（未就労調査） 
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第２章 本市産業の現状と課題 
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図２－１８ 市内企業において人材確保ができていない理由 

出典：戸田市企業経営状況調査（２０２５年３月実施） 

図２－１９ 戸田市における職種別有効求人倍率の推移 

出典：埼玉労働局・求人求職バランスシート（戸田市版） 

R3.5

(2021)

R4.5

(2022)

R5.5

(2023)

R6.5

(2024)

R7.5

(2025)

有効求人倍率

管理 0.50 0.22 0.20 0.40 0.36

専門・技術 0.70 0.78 0.83 0.55 0.79

事務 0.22 0.21 0.26 0.20 0.21

販売 1.00 0.81 1.10 1.18 1.05

サービス 1.08 0.96 1.22 1.14 1.54

生産工程 2.21 2.58 1.94 2.63 2.70

輸送・機械運転 1.42 1.78 2.23 2.33 2.08

建設・採掘 2.68 5.38 3.60 6.18 14.22

運搬・清掃 0.92 0.62 0.73 1.17 0.83

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00
(倍)

23



第２章 本市産業の現状と課題 

（３）既存支援施策の有効性と充実してほしい支援策 

   現在本市で実施している事業者向け支援施策の中で有効と思われる施策については、経営

課題とリンクする形で、「公的資格等取得補助事業」や「人材確保支援事業」といった人材確保・

育成に関する支援策が上位を占めており、その他、経営基盤の安定化を図る「中小企業融資事

業」やデジタル化による生産性向上を目的とした「ＤＸ推進補助金事業」、事業所等の改修等に

活用できる「住宅改修資金助成事業」についても有効性を感じている事業者が多いことが伺え

ます。 

   また、今後充実してほしい事業者向け支援策についても、「人材確保・育成」、「事業所・店舗

の改修・設備購入」、「デジタル化」、「制度融資」への支援に関するニーズが伺える結果となって

おり、今後も継続的な支援が求められます。 
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図２－２０ 既存の事業者向け施策のうち有効だと思う施策 

出典：戸田市企業経営状況調査（２０２５年３月実施） 
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第２章 本市産業の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）課題の解決に向けて 

   前期計画の策定以降、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化したことや原油高・物価高

騰、円安等の要因により、本市の地域経済も大きな打撃を受けており、こうした状況下で市とし

ても事業者の安定的な事業継続と市内の消費回復を図るとともに、市民生活を支えるための

施策をいち早く打ち出し、展開してきました。一方で、長引くコロナ禍の影響により人々の行動

や価値観、ライフスタイルが大きく変化するとともに、社会や企業におけるデジタル化が飛躍的

に進展し、社会の変革をもたらしました。 

   現在、コロナ禍による業況悪化からの好転やまちなかにおけるにぎわいの回復が見られる一

方で、事業者においては、人材不足の深刻化や長引く原材料価格の高騰などにより、経営資源

となるヒト・モノの安定的な確保が困難となる状況が続くことが見込まれます。 

   さらには、災害時における事業継続体制の構築や、SDGｓ・気候変動等への対応、働き方改

革やデジタル化による業務効率化・生産性向上・キャッシュレス化の推進など、多様な側面から

情報技術の活用や新たな企業価値を創出する取組が求められています。 

   こうした先行き不透明な社会情勢の中、第２次戸田市経済戦略プランでは、「人材確保」、「新

たな価値の創造」、「経営基盤強化」、「地域魅力発信」の４つの観点から、前期計画における施

策の有効性を踏まえ、継続実施する施策を整理するとともに、第５次総合振興計画との整合性

を図りながら、持続的な経済循環・産業発展を見据えた施策を展開していきます。 
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図２－２１ 充実してほしい市の事業者向け支援策 

出典：戸田市企業経営状況調査（２０２５年３月実施） 
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第３章 計画の目標と施策 

第３章 目指すビジョンと基本方針 

１ 目指すビジョン 

本市産業の現状と課題を踏まえ、市内産業の維持・発展や地域経済の活性化に向けた取組を

進めることで「活力にあふれ人が集い心ふれあうまち」を実現し、市民・企業・地域の三者が手を

取り合い、共に輝く未来を創出することを目的として、目指すビジョンを以下のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

２ 基本方針 

目指すビジョンを実現するため、以下の４つの方向性を経済振興における基本方針として設定

し、施策を進めていきます。 

 

１．人材確保・育成と働く環境の整備 

市内企業における人材不足が深刻化している現状を踏まえ、市の経済を支える人材確保

の強化や雇用の促進に向けた支援策を講ずるとともに、多様な人材や働き方に対応した労

働環境の整備を支援することで、持続的な経営の継続と発展を図ります。 

 

２．新たな価値の創造と担い手づくり 

持続的な地域活力を創造するためには企業の新陳代謝が不可欠であり、新たな産業の担

い手として誰もが起業にチャレンジできる環境整備やイノベーションの創出に向けた支援を

講ずるとともに、社会や経済の変化に対応した新たな企業価値の創造を推進します。 

 

３．経営基盤の強化と持続的発展 

原材料費や人件費の高騰等により経営コストが圧迫される中、企業の安定的な経営基盤

の構築や事業継続への備えに対する支援を充実させるとともに、販路拡大や生産性の向

上による競争力の強化を図ることで、将来を見据えた持続可能な事業運営を支援します。 

 

４．地域資源の活用と賑わい創出 

地域産品や観光資源を広く情報発信することにより本市の認知度を高めるとともに、魅力

的な商店の発掘や、地域振興イベント・交流事業等の実施を通して、関係人口の増加や賑

わいの創出に繋げ、地域の活性化を図ります。 

 

 

人・企業・地域が共創するサステナブルシティ 戸田 
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第３章 計画の目標と施策 

３ 基本方針ごとの施策体系 

４つの基本方針に基づき、１２の施策と３６の事業を実施することとし、施策体系を以下のとおり

示します。    

基本方針 施策 事業名 

１．人材確保・育成

と働く環境の整備 

１．人材確保・就労支援 

①埼玉労働局・ハローワークと連携した人材確保支援 

②市内企業への就職促進・定着支援 

③教育機関と連携した人材確保支援 

④就職・就労支援の充実 

⑤事業者の求人活動支援 

２．人材育成支援 

⑥関係機関と連携した人材育成支援 

⑦従業員のスキルアップ・リスキリング支援 

⑧人材育成に関する研修会の開催 

３．多様な働き方の推進 

⑨多様な働き方を推進する職場づくりサポート 

⑩多様な働き手の雇用拡大に向けた事業者への働きか

けの促進 

２．新たな価値の

創造と担い手づく

り 

１．起業・創業支援の充実 

⑪起業相談体制の充実 

⑫起業支援セミナー開催事業 

⑬戸田市商工会起業支援センター（オレンジキューブ）

によるインキュベーション 

２．イノベーションの創出 

⑭新技術研究開発支援 

⑮ビジネス交流会開催事業 

⑯商店等新業種等転換支援事業 

３．社会貢献活動支援 

⑰企業への SDGｓの推進 

⑱学校と連携した職業体験・社会体験事業 

⑲ゼロカーボンに取り組む事業者への支援 
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第３章 計画の目標と施策 

３．経営基盤の強

化と持続的発展 

１．経営基盤の安定化 

⑳中小企業融資事業 

㉑産業立地推進事業 

㉒経営アドバイザーによる個別相談 

㉓プレミアム付商品券事業の推進 

㉔円滑な価格転嫁へのサポート 

2.競争力の強化 
㉕販路拡大支援事業 

㉖DX・デジタル化支援と啓発 

3.持続可能な事業運営 

㉗事業承継問題へのサポート 

㉘事業継続力強化計画の策定推進 

㉙経営革新計画の策定支援 

４．地域資源の活

用と賑わい創出 

１．地域産品の創出と魅

力発信 

㉚優良推奨品（戸田ブランド）創出と魅力アップ 

㉛ふるさと納税返礼品ＰＲ事業 

２．賑わいの創出と地域

活性化 

32地域活性化イベント等による賑わい創出事業 

33戸田橋花火大会の開催 

34彩湖・道満グリーンパークの活用と魅力拡大 

３．観光資源の情報発信 
35戸田市観光情報館トビックの管理運営 

36フィルムコミッションの運営 
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第４章 施策の展開 

第４章 展開する施策 

基本方針１ 人材確保・育成と働く環境の整備 

施策１：人材確保・就労支援 

 

１ 

事業名 埼玉労働局・ハローワークと連携した人材確保支援 区分 統合継続 

事業概要 埼玉労働局と締結している雇用対策協定に基づき、ハローワーク及び関係各課と連

携した戸田市に有効な事業計画を毎年策定し、求職者の就職促進や市内企業の人

材確保支援を行うとともに、戸田市ふるさとハローワークを通じて求人・就職に関する

相談や職業紹介を実施します。 

目標指標 戸田市ふるさとハローワークにおける相談件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

２ 

事業名 市内企業への就職促進・定着支援 区分 新規 

事業概要 若者の地元就職や市内企業における人材確保を促進し、定着を図るため、奨学金の

返還に係る企業の負担に対して支援を行います。 

目標指標 奨学金返還支援補助金の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

３ 

事業名 教育機関と連携した人材確保支援 区分 新規 

事業概要 地元学生への市内企業の認知度向上を図り、市内企業への関心を高めるため、県内

の教育機関と市内企業との意見交換会等の交流機会を創出するとともに、各学校に

おける学生と市内企業とのマッチングが促進されるよう働きかけを行います。 

目標指標 教育機関と市内企業との意見交換会の満足度 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 
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第４章 施策の展開 

 

４ 

事業名 就職・就労支援の充実 区分 継続 

事業概要 キャリアカウンセラーが就職活動に役立つ内容の講座を様々なテーマで開催し、求職

者の初歩的な課題解決を図ります。また、職場での仕事上の悩みや仕事と家庭の両

立などに至るまで、働くこと全般に関する様々な相談に応じます。さらに、関係各課と

協力し、多様な働き方を支援します。 

目標指標 就職支援セミナー、就職支援相談の参加者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

５ 

事業名 事業者の求人活動支援 区分 拡大 

事業概要 戸田市や戸田市近隣での就職を希望する者と、人材を確保したい市内事業者とのマ

ッチングを図る機会として、合同企業説明会・面接会に加え、人材不足が深刻化して

いる職種における事業所見学会を実施します。 

目標指標 合同説明会・面接会、職種別説明会・見学会等の実施回数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９、３０ 
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第４章 施策の展開 

施策２：人材育成支援 

 

６ 

事業名 関係機関と連携した人材育成支援 区分 新規 

事業概要 技術職や専門職等の専門人材が特に不足している一方で、中小企業の多くは従業員

の育成体制が整っていない状況であることから、専門技能の習得が可能な公的機関

との連携により、市内企業の従業員に研修の機会を提供し、有資格者や技術・技能者

の育成を支援します。 

目標指標 関係機関との連携事業の実施数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

７ 

事業名 従業員のスキルアップ・リスキリング支援 区分 継続 

事業概要 現在雇用している従業員に資格を取得させ、個々のスキルアップやリスキリングの促

進を図ります。優秀な人材の確保が難しい状況であっても、必要なスキルを持つ人材

を各企業で育てることで、雇用の定着につなげていきます。 

目標指標 公的資格取得補助金の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

８ 

事業名 人材育成に関する研修会の開催 区分 拡大 

事業概要 市内企業の新入社員や若手社員、教育担当者等を対象に、接遇や応対等の初歩的

なビジネスマナーを身につけるための研修や、新卒者向けの合同研修会を開催する

ことにより人材の育成や定着を図ります。 

目標指標 人材育成に関する研修会の参加者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 
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第４章 施策の展開 

施策３：多様な働き方の推進 

 

９ 

事業名 多様な働き方を推進する職場づくりサポート 区分 継続 

事業概要 市内企業における働きやすさやワークライフバランスを確保することで人材確

保へ繋げるため、メルマガやセミナー等を通して、国の「雇用・労働ユースエー

ル認定制度」や埼玉県の「多様な働き方実践企業認定制度」など、働きやすさを

ＰＲする仕組みへの参画を市内企業に推進し、認定企業を市が広くＰＲします。 

目標指標 多様な働き方の推進に関するメルマガ発信対象者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

１０ 

事業名 
多様な働き手の雇用拡大に向けた事業者への働きか

けの促進 
区分 統合継続 

事業概要 市内企業の代表や労務担当者のほか従業員などに対して、誰もが輝く働き方や人

（人権）を大切にする職場づくりの取組等をテーマに情報提供や啓発活動を行う

ことで、仕事と生活の両立を支援し、多様で柔軟な働き方を後押しします。 

目標指標 市内における「埼玉県多様な働き方実践企業」認定数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９、３０ 
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第４章 施策の展開 

基本方針２ 新たな価値の創造と担い手づくり 

施策１：起業・創業支援の充実 

 

１１ 

事業名 起業相談体制の充実 区分 継続 

事業概要 商工会や関連機関と連携した起業相談を実施し、様々な分野の専門家が起業に関

わる種々の悩みに応え、相談者の問題解決と経営者としての知識向上を図りま

す。 

目標指標 起業相談件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

１２ 

事業名 起業支援セミナー開催事業 区分 継続 

事業概要 商工会と連携し、ビジネスプランの立て方や資金調達、販路拡大など、起業に際

しての課題となるようなテーマを選定し、対策やノウハウなどを学ぶためのセミ

ナーを開催します。 

目標指標 起業支援セミナーの受講者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 

 

 

１３ 

事業名 
戸田市商工会起業支援センター（オレンジキューブ）に

よるインキュベーション 
区分 見直し継続 

事業概要 スタートアップや新しいビジネスを始める方々をサポートする施設として、戸田

市商工会起業支援センター（オレンジキューブ）のさらなる活用やＰＲを推進し、

起業家同士のネットワーク構築や起業家育成などのインキュベーションを図り

ます。 

目標指標 オレンジキューブの入所率 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９ 
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第４章 施策の展開 

施策２：イノベーションの創出 

 

１４ 

事業名 新技術研究開発支援 区分 継続 

事業概要 防災や医療、環境等、様々なビジネスチャンスに対して、独自の技術や技術水準

の向上、新製品や新技術の開発を支援することにより、市内事業者の競争力強化、

脱下請けや取引先の拡大を図ります。 

目標指標 新技術研究開発支援事業の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

１５ 

事業名 ビジネス交流会開催事業 区分 継続 

事業概要 商業や工業などの枠を越えた異業種の経営者同士の出会いの場を提供し、情報交

換や企業間連携を高めるとともに、支援機関等とのネットワークを構築します。 

目標指標 ビジネス交流会に参加した事業者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

１６ 

事業名 商店等新業種等転換支援事業 区分 継続 

事業概要 市内の現用店舗や空き店舗における社会的課題へ対応するための改修工事に係

る費用の一部を補助することで、需要に応える業種や業態への転換を支援しま

す。 

目標指標 商店等新業種等転換支援事業の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 
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第４章 施策の展開 

施策３：社会貢献活動支援 

 

１７ 

事業名 企業への SDGｓの推進 区分 継続 

事業概要 ＳＤＧｓの目標達成に向けた取組を自ら実践・公表する企業・団体等を「とだＳ

ＤＧｓパートナー」として登録するとともに、取組内容を可視化しＰＲすること

により、企業活動におけるＳＤＧｓの推進を図ります。 

目標指標 SDGs に取り組む事業者の割合 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

１８ 

事業名 学校と連携した職業体験・社会体験事業 区分 継続 

事業概要 社会体験活動を積極的に受け入れることで、企業側は地域への貢献や未来の人材

育成としての役割を果たすことができ、企業価値やイメージの向上にも繋がるこ

とから、企業と地域社会との繋がりの強化を図ります。 

目標指標 生徒を受け入れてくれる事業所数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

１９ 

事業名 ゼロカーボンに取り組む事業者への支援 区分 統合継続 

事業概要 「２０５０年ゼロカーボンシティとだ」の実現に向け、再生可能エネルギー設備

及び省エネルギー設備を導入する事業者に対して、補助を実施します。また、市

内店舗での購入や市内施工業者の工事を補助要件に設けます。 

目標指標 戸田市ゼロカーボン推進補助金の執行率 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 
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第４章 施策の展開 

基本方針３ 経営基盤の強化と持続的発展 

施策１：経営基盤の安定化 

 

２０ 

事業名 中小企業融資事業 区分 継続 

事業概要 市が市内金融機関に資金を預託し融資を実施するとともに、借入れの負担軽減の

ために利子補給を行うなど、中小企業の運転や設備等事業資金の円滑化を支援し

ます。 

目標指標 市、県制度融資及び政策金融公庫貸付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

２１ 

事業名 産業立地推進事業 区分 継続 

事業概要 工業地域等における工場の立地や設備投資に対し支援することで「工業の集積」

を図るとともに、「新たな産業の誘致」と「既存産業の流出防止」を図るほか、

立地に際しての市民の雇用を促進します。 

目標指標 産業立地推進事業補助金の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ２９、３０ 

 

 

２２ 

事業名 経営アドバイザーによる個別相談 区分 継続 

事業概要 「財務、リーダーシップ、情報発信、交渉力、分析力、企画力」等、経営者の資

質を高めるために、商工会で専門の相談員による経営相談を実施し、課題解決へ

向けての伴走型支援により事業者への適切なサポートを行います。 

目標指標 経営アドバイザーによる個別相談実施数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 
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第４章 施策の展開 

 

２３ 

事業名 プレミアム付商品券事業の推進 区分 見直し継続 

事業概要 長引く物価高騰等の影響により消費が落ち込む中、市内経済活性化策として実施

している商工会のプレミアム付商品券事業「ＴＯＤＡ ＰＡＹ」の事業費補助や

活用を行うことで、市内消費の促進を図り、市内事業者及び市民生活を支援しま

す。 

目標指標 TODA PAY アプリダウンロード数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

２４ 

事業名 円滑な価格転嫁へのサポート 区分 新規 

事業概要 市内企業の適切な価格転嫁を支援するため、埼玉県が実施する価格転嫁の円滑化

に向けた取組や支援に関する情報を積極的に提供します。 

目標指標 価格転嫁ができている割合 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 
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第４章 施策の展開 

施策２：競争力の強化 

 

２５ 

事業名 販路拡大支援事業 区分 継続 

事業概要 市内の事業者が国内外の展示会に出展し、自社の製品や技術を積極的に外部へ発

信していくことを支援することにより、事業者の製品や技術力の周知と競争力の

強化を図ります。 

目標指標 展示会等出展支援事業の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

２６ 

事業名 DX・デジタル化支援と啓発 区分 見直し継続 

事業概要 市内企業におけるＤＸやデジタル化への取組に対して補助を実施するとともに、

商工会や関係機関と連携し、ＡＩやＳＮＳ等の活用を含むＤＸの推進に関するセ

ミナーや情報提供を行うことにより、市内企業全体におけるＤＸへの機運醸成を

図ります。 

目標指標 DX推進補助金の交付件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 
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第４章 施策の展開 

施策３：持続可能な事業運営 

 

２７ 

事業名 事業承継問題へのサポート 区分 拡大 

事業概要 約４割の企業が事業承継への取組を行っていない状況において、行政で出来る役

割としては主として情報提供が考えられます。金融機関や商工会、専門機関との

協力体制を築き、金融機関等が行っている相続や税制のセミナーをメルマガなど

で情報提供するとともに、専門機関と連携した相談体制を構築します。 

目標指標 商工会及び市で実施する相談会等の実施数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

２８ 

事業名 事業継続力強化計画の策定推進 区分 見直し継続 

事業概要 災害や事故、感染症、インフラやシステムの障害等をはじめ、様々な事態により

事業が中断するリスクを極力回避できるよう、事業の継続や早期に復旧できる体

制を構築する事業継続力強化計画の策定を推進します。 

目標指標 事業継続力強化計画を策定した事業者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

２９ 

事業名 経営革新計画の策定支援 区分 継続 

事業概要 埼玉県では経営革新計画の策定を推進しており、経営革新計画の承認を受けると

様々な支援措置を受けられることから、商工会と協力し、市内事業者の経営革新

計画の策定を支援します。 

目標指標 経営革新計画の策定数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 
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第４章 施策の展開 

基本方針４ 地域資源の活用と賑わい創出 

施策１：地域産品の創出と魅力発信 

 

３０ 

事業名 優良推奨品（戸田ブランド）創出と魅力アップ 区分 継続 

事業概要 市内の優良な商品や製品、技術を推奨品等として認定することにより、消費の際

の信頼を高めるとともに、「戸田ブランド」として普及と需要の拡大を図ります。 

目標指標 優良推奨品（戸田ブランド）に認定された件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０ 

 

 

３１ 

事業名 ふるさと納税返礼品 PR事業 区分 継続 

事業概要 ふるさと納税制度を活用し、市の産品を広く全国にＰＲします。実施にあたって

は、ふるさと納税支援サイトを適切に活用し、返礼品の特徴やターゲットに応じ

て効果的な手法により発信を行っていきます。また、体験型返礼品も含めて、返

礼品の更なる充実を図ります。 

目標指標 ふるさと納税返礼品の提供数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０、３１ 
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第４章 施策の展開 

施策２：賑わいの創出と地域活性化 

 

３２ 

事業名 地域活性化イベント等による賑わい創出事業 区分 統合継続 

事業概要 商工会や商店会、各種団体等と協力し、「商工祭」「彩湖・道満グリーンパークで

の各種イベント」「各商店会のイベント」「戸田朝市」等、地域の賑わいを創出す

るイベントを開催します。 

目標指標 商工会や商店会等と連携した地域活性化事業及びイベントの開催数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３０、３１ 

 

 

３３ 

事業名 戸田橋花火大会の開催 区分 継続 

事業概要 昭和２５（１９５０）年に当時の戸田町と板橋区との境界変更が成立したことを

記念し、翌年８月に開催したのを皮切りに、第２回から荒川を挟んで板橋区との

同時開催で継続しています。市を代表するイベントとして賑わいを創出すると共

に、地域の活性化につなげていきます。 

目標指標 戸田橋花火大会への観覧者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３１ 

 

 

３４ 

事業名 彩湖・道満グリーンパークの活用と魅力拡大 区分 継続 

事業概要 彩湖・道満グリーンパークの魅力を拡大するため、公園指定管理者が中心となり、

金魚釣り場、へら鮒釣り場、中心広場等の公園施設の利用を促進するとともに、

手ぶらでバーベキュー等の集客効果の高いコンテンツを展開・ＰＲすることによ

り、利用者数並びに関係人口の増加を図ります。 

目標指標 駐車場利用台数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３１ 
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第４章 施策の展開 

施策３：観光資源の情報発信 

 

３５ 

事業名 戸田市観光情報館トビックの管理運営 区分 継続 

事業概要 戸田橋花火大会や彩湖・道満グリーンパーク、戸田ボートコースなどの地域資源

を市内外に広く発信し、本市の魅力をＰＲします。 

目標指標 観光情報館への来場者数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３１ 

 

 

３６ 

事業名 フィルムコミッションの運営 区分 継続 

事業概要 映像コンテンツを通じて戸田市の施設や風景等を発信し、まちの魅力を内外に向

けて積極的にＰＲするとともに、市民の愛着につなげるなど、良好な都市イメー

ジの構築を図ります。 

目標指標 戸田市での撮影実績件数 

第５次総合振興計画における該当施策 ３１ 
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第５章 計画の推進 

第５章 計画の推進・評価 

１ 計画の推進体制 

本プランの推進にあたっては、「戸田市中小企業振興条例」に規定した、企業（事業者）、市民、

市の各主体がそれぞれの役割を果たしつつ、商工会や金融機関等の関係機関を含め、相互の連

携を密にしながら、「人・企業・地域が共創するサステナブルシティ戸田」の実現に向けて、計画を

推進します。 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇消費行動による経済発展への貢献 

〇企業等の事業活動への理解及び健

全な発展への協力 

市    民 

〇施策の総合的、計画的な実施 

〇積極的な事業者支援の実施 

〇国、県との連携、関係機関との相互

連携及び協働促進 

市 

〇事業発展・安定、経営革新、雇用創

出、人材育成 

〇事業活動と市民生活との調和を図

り、地域経済の持続的な発展に貢献 

事  業  者 

〇【商工会】市と連携した総合的な事

業者支援・地域振興施策の実施 

〇【金融機関】円滑な資金供給と経営

支援の実施及び事業活動を通じた地

域の持続的な発展に貢献 

関係機関 

連携 

共創 

図５－１ 計画の推進体制概念図 

43



第５章 計画の推進 

2 計画の進行管理と評価 

本プランは、令和１２（２０３０）年度を目標年度としていますが、経済産業の分野は社会情勢、諸

制度及びニーズの変化など予測が困難な要素が多く存在するため、策定後に起こり得る諸課題

へ柔軟に対応すべく、毎年度見直し行います。 

本プランの進捗管理は、戸田市総合振興計画における行政評価システムで実践されているよう

に、ＰＤＣＡサイクルにより進捗状況を庁内で自己評価をするとともに、毎年度第三者による外部

評価を実施することにより、専門的な見地から事業の実施状況や目標の達成状況等についての

検証をしていきます。 

また、評価については、第４章「展開する施策」に掲載している各事業の目標となる指標の実績

により評価するものとします。 

なお、外部評価機関としては、中小企業経営者、学識経験者及び行政機関職員等により構成さ

れている戸田市中小企業振興会議がその任に当たることとします。 

 

 

Plan
（計画）

Do
（実行）

Check
（評価）

Action
（改善）

外部評価 

（振興会議） 

自己評価 

（庁内） 

図５－２ 計画の進行管理模式図 
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参考資料 

第６章 参考資料 

１ 戸田市中小企業振興条例 

平成２３年２月８日 

条例第１号 

本市は、今日まで首都に隣接する立地上の優位性から多くの人々、そして中小企業が集う街と

して発展してきた。その間、中小企業は市の経済発展や雇用確保に寄与してきたことはもちろん、

地域コミュニティの担い手等として多方面に貢献をしてきたところである。 

しかし、近年の社会構造の変化や長引く経済不況、地域における大企業の動向は、中小企業の

存立基盤に大きな影響を与えている。 

私たちは、中小企業が置かれている厳しい現状とその果たしてきた役割を理解し、中小企業が

引き続き市民の一員として共に発展を続けていけるよう、振興を図らなければならない。 

よってここに、中小企業を振興していくための基本的な理念や施策、責務等を明らかにするた

め、この条例を制定する。 

（目的） 

第１条 この条例は、中小企業の役割の重要性に鑑み、本市の中小企業振興に関して基本的な理

念と施策を定めることにより、活力と賑わいのある地域社会を創出することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(1) 中小企業 中小企業基本法（昭和３８年法律第１５４号）第２条第１項に規定する中小企業

者及び同条第５項に規定する小規模企業者であって、市内に事務所又は事業所を有するも

のをいう。 

(2) 大企業 中小企業以外の事業者であって、市内に事務所又は事業所を有するものをいう。 

（基本理念） 

第３条 中小企業の振興は、中小企業の創意工夫と自主的な努力を基本とし、国、県及びその他

の機関との連携と協力の下、市や市民、企業等が一体となって行うものとする。 

（基本施策） 

第４条 市は、第１条の目的を達成するため、次に掲げる施策を実施するものとする。 

(1) 中小企業に関わる情報の収集及び提供に関する施策 

(2) 中小企業が技術力を向上させることに資する施策 

(3) 中小企業が受注機会を拡大させることに資する施策 

(4) 中小企業が資金調達を円滑に行うことに資する施策 

45



参考資料 

(5) 中小企業が新事業を創出することに資する施策 

(6) 中小企業と地域環境との調和に資する施策 

(7) 商業の集積の活性化に資する施策 

(8) 起業支援に関する施策 

（市の責務） 

第５条 市は、基本理念に基づき、前条の施策を総合的、網羅的、計画的かつ効果的に実施しな

ければならない。 

２ 市は、前条の施策を実施するに当たり、必要な財政上の措置を講じなければならない。 

（中小企業の責務） 

第６条 中小企業は、事業活動を行うに当たっては、経営の革新、経営基盤の強化及び経済的社

会的環境の変化への適応に自主的に取り組まなければならない。 

２ 中小企業は、市が実施する中小企業振興施策に協力するよう努めるものとする。 

３ 中小企業は、地域社会を構成する一員としての社会的責任を自覚し、地域社会との調和を図

り、暮らしやすい地域社会の実現に努めるものとする。 

（大企業の役割） 

第７条 大企業は、事業活動を行うに当たっては、地域社会を構成する一員としての社会的責任

を自覚するとともに、中小企業との連携・協力に努めるものとする。 

２ 大企業は、中小企業の振興が地域経済の発展において果たす役割の重要性を理解し、市が

実施する中小企業振興施策に協力するよう努めるものとする。 

（市民の理解と協力） 

第８条 市民は、中小企業の振興が市民生活の向上において果たす役割の重要性を理解し、中

小企業の健全な発展に協力するよう努めるものとする。 

（戸田市中小企業振興会議） 

第９条 中小企業振興施策を調査研究し、市に提言することを目的とした、戸田市中小企業振興

会議（以下「振興会議」という。）を設置する。 

２ 振興会議は、中小企業の経営者、学識経験者、行政機関の職員等多様な構成員により構成す

る。 

３ 振興会議の委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げず、委員が欠けた場合における補

欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 振興会議は、委員１５名以内をもって構成する。 

５ 前各項に定めるもののほか、振興会議の組織及び運営に必要な事項は、規則で定める。 

（公表） 

第１０条 市は、毎年中小企業の振興に関する施策の実施状況を取りまとめ、これを公表するもの
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とする。 

（検討及び適切な措置） 

第１１条 この条例は、施行の日から４年を超えない期間ごとに、所期の目的を達成しているかを

検討するものとする。 

２ 市は、前項の規定に基づく検討の結果、制度の改善が必要な場合は、この条例の改正も含め

て適切な措置を講ずるものとする。 

（委任） 

第１２条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成２３年４月１日から施行する。ただし、第９条の規定は、平成２３年７月１日から

施行する。 

附 則（令和７年条例第１０号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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２ 戸田市中小企業振興会議の概要 

（１） 設置根拠 

戸田市中小企業振興条例（平成２３年条例第１号。以下「条例」という。）第９条の規定に 

基づき設置 

（２） 所管事項 

① 中小企業振興施策に係る市長の諮問を受け、審議及び答申を行う。 

② 独自に中小企業振興策の調査研究を行い、市に提言する。この場合において、所掌する 

範囲は、条例第４条の基本施策（次頁参照）に関するものとする。 

（３） 委員構成 

中小企業経営者         ８名以内 

学識経験者            ４名以内 

行政機関職員           ２名以内 

その他市長が必要と認めた者 １名 

（４） 会長及び会議開催 

会長は、委員の互選によるものとする。会議は、市長の諮問により会長に開会を要請するほ

か、委員の発議により市を通じて会長に開会を要請することができるものとする。 

（５） 事務局 

   環境経済部経済戦略室に設置 

（６） これまでの会議の経過 

平成２３年度 会議設置。「住工混在の問題と地域住民の調和について」の提言実施 

平成２４年度 「戸田市産業振興に関する市内企業実態調査」の実施 

平成２５年度 「戸田市産業ビジョンの骨子について」の提言実施 

平成２６年度 「戸田市産業振興計画」を策定 

平成２７年度 「戸田市産業振興計画行動計画」を策定 

令和 元年度 「戸田市における賑わいのあるまちづくりに向けて」及び「戸田市のＣＳＲ認証 

制度について」の提言実施 

令和 ２年度 「戸田市産業振興計画」の改定について審議開始 

令和 ３年度 「戸田市経済戦略プラン」を策定 

令和 ５年度 「２０２４年問題を乗り越えるため持続可能な企業経営支援を研究する」を 

テーマに、「雇用・人材確保」と「事業承継」の支援策について審議開始 

令和 ７年度 「雇用・人材確保」及び「事業承継」に係る支援策についての提言実施 

         「第２次戸田市経済戦略プラン」の策定について審議開始 

令和 ８年度 「第２次戸田市経済戦略プラン」を策定 
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３ プラン策定の経過 

実施・開催日 実施・審議内容 

令和７年３月１０日 

～３月３０日 

戸田市企業経営状況調査実施 

令和７年６月３日 第１回戸田市中小企業振興会議開催 

・戸田市経済戦略プランにおける令和６年度の実績確認 

・第２次経済戦略プラン策定に向けた現状把握と課題 

 （戸田市企業経営状況調査の結果報告含む） 

・第２次経済戦略プラン（案）の基本方針と施策 

令和７年８月２７日 第２回戸田市中小企業振興会議開催 

・前回会議における意見と対応状況 

・第２次プランの施策案とプラン案に関する意見交換 

令和７年１１月２１日 第３回戸田市中小企業振興会議開催 

・第２次戸田市経済戦略プラン原案について 

・プラン策定に係るパブリック・コメントの実施について 

令和８年１月６日 

～２月５日 

（予定） 

パブリック・コメント制度による意見募集の実施 

・経済戦略室、市政情報コーナー、戸田公園駅前行政センター、 

福祉センター、笹目コミュニティセンター、新曽南多世代交流館、 

上戸田地域交流センター及び戸田市商工会において閲覧及び配布。 

・市ホームページ及びソーシャルメディアに掲載。 

令和８年 月  日 

（予定） 

第４回戸田市中小企業振興会議開催 

・パブリック・コメントの結果報告について 

・第２次戸田市経済戦略プラン最終案の確認について 

※戸田市中小企業振興会議の資料・議事録、企業経営状況調査及びパブリック・コメントの結果

については市ホームページで公開しています。 
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４ 戸田市企業経営状況調査報告書（２０２５年３月実施） 

（１） 調査内容 

目的 この調査は、市内事業者が抱える経営課題等に関する実態を把握し、令和８

（２０２６）年度から開始を予定している「第２次戸田市経済戦略プラン」の基

礎資料とするとともに、今後の市の産業振興施策に活用することを目的とし

て実施したものです。 

実施期間 令和７（２０２５）年３月１０日（月） ～ 令和７（２０２５）年３月３０日（日） 

調査対象 市内に本社もしくは事業所を構える企業等１,６２３社（無作為抽出） 

調査手法 郵送により調査依頼を送付し、WEB または調査票により回答 

有効回答数 ３０１社 （WEB:２９３社、調査票：８社） 

 

（２）調査項目 

基本情報 ・業種、創業年数、従業員規模、代表者・従業員の年齢 

・直近の売上規模の売上の推移  等 

９問 

1.経営・事業進捗状

況 

・原材料・仕入価格高騰による影響・価格転嫁状況 

・技術や商品開発等の状況・期待する支援策 

・現状の経営課題 等 

１０問 

2.デジタル化の状況 ・デジタル化への取組状況・課題 

・デジタル化を進める上で、期待する支援策 

３問 

3.人材確保・育成の

状況 

・人材確保の状況、人材不足の理由、不足職種 

・人材育成・能力開発の状況 

・人材確保・育成の課題、期待する支援策 

８問 

4.事業承継の状況 ・事業承継の予定、取組状況 

・事業承継の課題、有効と思われる支援策 

６問 

5.多様な働き方と社

会貢献に関する取組 

・多様な働き方への取組状況 

・取得しているまたは取得したい認証制度 

・社会貢献活動や SDGs への取組状況、課題 

８問 

6.公的支援策の利用

状況 

・有効だと思う既存支援策、充実してほしい支援策 

・補助金やセミナー等の情報収集方法 

３問 

７．戸田市の産業振興に関する自由意見 １問 

 計４８問 
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（３）調査結果 －単純集計－ 
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（４）調査結果 －クロス集計－ 
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用語解説 

５ 用語解説 

用語 内容 

あ行 

ISO 

International Organization for Standardization（国際標準化機構）の

略称。ISO が制定した規格を ISO 規格といい、ISO 規格は、国際的な取引を

スムーズにするために、何らかの製品やサービスに関して「世界中で同じ品質、

同じレベルのものを提供できるようにしましょう」という国際的な基準のこと。 

IoT 

従来インターネットに接続されていなかった様々なモノ（センサー機器、住宅・建

物、車、家電製品、電子機器など）が、ネットワークを通じてサーバーやクラウド

サービスに接続され、相互に情報交換をする仕組みのこと。 

インキュベーション 

本来は英語で「卵などがふ化する（incubation）」という意味。これが転じて、

現在では起業家を育成・支援し、創業期の企業の発展を加速させることを言

う。これに関連し、起業家の育成や、新しいビジネスを支援する施設を「インキュ

ベーション施設」という。 

AI 
「Artificial Intelligence」の略語。思考、学習、判断といった人間の知的営

みをコンピューターに行わせるための技術や仕組みのこと。 

SNS 
「Social Networking Service」の略語。他者とつながって、文章や写真、動

画などで自分を表現したり、コミュニケーションするサービスのこと。 

SDGs 

「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略語。２００

１年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，２０１５年９月の国

連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」にて記載

された２０３０年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標のこと。 

か行 

カーボンニュートラル 

温室効果ガスの排出量が、植物などの吸収量を超えないように差し引きするこ

とで、実質的な温室効果ガスの排出量をゼロにするということを目的とした取り

組みのこと。戸田市でも２０２４年３月に「２０５０年ゼロカーボンシティとだ」を表

明しており、脱炭素社会実現のための取組を加速している。 

キャッシュレス 硬貨や紙幣などの現金を用いずにお金の支払いや受け取りを行うこと。 

グリーンウェイブ 

生物多様性条約事務局が５月２２日「国際生物多様性の日」を中心に生物多様

性保全のために行動を呼びかける、世界共通のキャンペーンのこと。 戸田市に

おいても実施している。 

経営革新計画 

中小企業が「新事業活動」に取り組み、「経営の相当程度の向上」を図ることを

目的に策定する中期的な経営計画書のこと。 計画策定を通して現状の課題や

目標が明確になるなどの効果が期待できるほか、国や都道府県に計画が承認

されると様々な支援策の対象となる。 
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さ行 

事業継続力強化計画 

中小企業が策定した防災・減災の事前対策に関する計画のこと。計画の認定を

受けた中小企業は、税制措置や金融支援、補助金の加点などの支援策が受け

られる。 

スタートアップ 

一般的に起業や新規事業を立ち上げることを意味する言葉だが、そうした企業

の中でも特に革新的な技術・アイデアなどにより急成長する企業を示すものとし

て使われている。 

ステークホルダー 
企業やプロジェクトに直接的または間接的に関わり、影響を与えたり受けたりす

る利害関係者のこと。 

Society5.0 

日本が目指すべき未来社会の姿として、政府が提唱した概念。先進テクノロジ

ーを駆使し、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融

合させることにより、経済発展と社会課題の解決の両立を目指す考え方のこと。 

た行 

DX（デジタルトランス

フォーメーション） 

企業が、ビッグデータなどのデータと AI や IoT を始めとするデジタル技術を活

用して、業務プロセスを改善していくだけでなく、製品やサービス、ビジネスモデ

ルそのものを変革するとともに、組織、企業文化、風土をも改革し、競争上の優

位性を確立すること。 

テレワーク 
ICT（情報通信技術）を活用して、時間や場所にとらわれずに働ける柔軟な働き

方のこと。 

戸田市観光情報館 

トビック 

戸田公園駅西口にある戸田市の観光情報を発信する拠点のこと。戸田市内の

名産品や商店等を紹介するとともに、新たに、戸田ブランドとして戸田市優良推

奨品等に認定された商品を中心とした展示販売コーナーを設置し、市を代表す

る品々の購入ができる。 

戸田ブランド 
戸田市優良推奨品等制度により認定された戸田市産の商品・製品・技術のこ

と。認定されると戸田市や戸田市商工会からの応援が受けられる。 

は行 

PDCAサイクル 

Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（見直し）の 4 つのプロセス

をそれぞれ分析し、サイクルを継続的に循環させていくことで、計画の質を向上

させていく方法。 

ビッグデータ 

人間では全体を把握することが困難な巨大なデータ群のこと。一般的には

Volume（量）、Variety（多様性）、Velocity（速度・頻度）の「３つのⅤ」に、近

年では Veracity（正確性）と Value（価値）を加えた「５つのⅤ」を高いレベル

で備えていることが特徴とされており、ビッグデータを収集、蓄積、分析すること

で、あらゆる分野・業界での利活用が期待されている。 

フィルムコミッション 

映画やテレビドラマ、ＣＭなどのロケーションを誘致し、撮影がスムーズに進行

するようサポートする団体のことで、戸田市には「戸田市フィルムコミッション協

議会」がある。 
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プラグインハイブリッ

ド自動車 

「Plug-in Hybrid Vehicle」の略語。外部電源から充電できるタイプのハイブ

リッド自動車で、走行時に二酸化炭素（CO2）や排気ガスを出さない電気自動

車のメリットとガソリンエンジンとモーターの併用で遠距離走行ができるハイブ

リッド自動車の長所を併せ持つ自動車のこと。 

ふるさと納税 
都道府県、市区町村への「寄附」のこと。確定申告を行うことで、原則として自己

負担額の２,０００円を除いた全額が所得税及び住民税から控除の対象となる。 

ら行 

リスキリング 
新しい職業に就くため、あるいは、今の職業で必要とされるスキルの大幅な変

化に適応するために、必要なスキルを習得するまたはさせること。 

ローリング 中長期の計画を定期的に見直し、部分的に修正を加えていくこと。 

わ行 

ワークライフバランス 

「仕事と生活の調和」と訳され、やりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の

責任を果たすとともに、家庭や地域生活等においても、子育て期や中高年期と

いった人生の各段階に応じて多様な生き方を選択・両立することにより、人生全

体の満足度を高める考え方のこと。 
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